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令和４年６月定例会 No.121

　令和４年５月１日、新型コロナウイルス感染

拡大の影響により、２年連続で中止となった

八戸えんぶりの代替イベント「八戸えんぶり in

はちのへホコテン」が八戸市中心街で行われ、

多くの市民でにぎわいました。

　令和４年６月定例会を６月７日から６月21日までの

15日間の会期で開き、令和４年度一般会計補正予算

など、議案 23件を可決しました。

令和４年度八戸市一般会計補正予算などを可決

○（仮称）八戸市デジタル推進計画策定事業費 ‥ 200 万円

○湊地区まちづくり事業費 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 820 万円

○八戸市プレミアム商品券事業費 ‥‥ 12 億 5,000 万円

○子育て世帯生活支援特別給付金費 ‥‥ 3億 400 万円

○非課税世帯等臨時特別給付金費 ‥‥ 7億 6,700 万円

主なもの
○議会運営委員会・常任委員会調査視察報告

・・・・・・・Ｐ２

○令和３年度政務活動費収支報告 ・・Ｐ３

○議案審議結果、陳情の審査結果など

・・・・・・・Ｐ４

○一般質問、議員表彰 ・・・・・Ｐ５～８

主な内 容

令和４年度八戸市一般会計６月補正予算

一般会計補正予算額　29億 8,678万 5千円

（補正後の予算総額　 942億 8,678万 5千円）

伝統の舞

　 ２年ぶり復活



市政の発展に役立てることを目的に、各委員会において先進自治体などの調査視察を行いました。

　【視察先・視察項目】

　　○大分県別府市 BEPPU×デジタルファースト宣言について

　　○ NPO 法人 BEPPU PROJECT（別府市）アートを活かしたまちづくりについて

　【視察内容】

　別府市では、令和元年のデジタルファースト宣言に基づく、市民サービスの向上、行政運営の効率化および観光

戦略による、もうかる別府の創出に向けた「デジタルのちから」を活用した取り組みについて調査しました。

　NPO 法人 BEPPU PROJECTでは、若年層・女性・個人客を対象とした別府の新たな魅力を創出するための取り組み

であるアートを活用したまちづくりについて調査しました。

　【視察先・視察項目】

　　○東京都町田市 ・高校生と市議会議員の意見交換会について

・議会改革の取り組みについて

　【視察内容】

　町田市議会では、10 代の市議会に対する関心が極端に少ない傾向にあることから、高校生に在学中から主権者

として行政に関心を持っていただくため、平成 29年度から、高校生との意見交換会を実施しています。今回の視察

では、意見交換会の企画から実施に至るまでの過程や運営方法について調査したほか、各常任委員会による市民

団体などとの懇談会の開催や議会の情報発信など議会改革の取り組みについて調査しました。

　【視察先・視察項目】

　　○愛媛県松山市 農林水産物のブランド力強化について

　　○愛媛県栽培資源研究所（伊予市） 愛媛県における養殖産業の取り組みについて

　【視察内容】

　松山市では、地元産品の積極的な情報発信や信頼性の高いブランド化を推進するための市の取り組みについて

調査しました。

　栽培資源研究所では、愛媛県近海の漁場環境の監視や水産資源の評価、養殖業を中心とした水産資源の安定供

給、ブランド品種の育成・研究などについて調査しました。

総務常任委員会（令和４年４月 27 日～ 29 日）

　【視察先・視察項目】

　　○京都府舞鶴市 乳幼児教育ビジョン推進事業について

　　○京都府京都市 京都市消防活動総合センターについて

　【視察内容】

　舞鶴市では、主体性を育む乳幼児教育の推進を基本理念とした「乳幼児教育ビジョン」に基づき、保育所・幼稚

園の保育者などに対し実施している乳幼児教育・発達支援分野のサポート事業について調査しました。

　京都市では、災害から市民を守るため、消防活動に必要な諸機能を統合・合理化した「消防活動総合センター」

について、施設の設備や平常時と大規模災害時での機能の切り替えなどについて調査しました。

　【視察先・視察項目】

　　○熊本県熊本市 ・脱炭素化に向けた取り組みについて

・熊本市立地適正化計画について

　【視察内容】

　熊本市では、隣接18市町村共同で策定した「熊本連携中枢都市圏地球温暖化対策実行計画」に基づき実施してい

る公共施設などによる省エネ・畜エネ・再エネ推進事業など脱炭素化の実現に向けた取り組みについて調査しました。

　また、頻発・激甚化する自然災害等の課題に対応するため改訂した「熊本市立地適正化計画」に基づき実施して

いる地方拠点の機能強化の推進などに関する取り組みについて調査しました。

経済常任委員会（令和４年４月 26 日～ 28 日）

議会運営委員会・常任委員会調査視察報告

議会運営委員会（令和４年４月 24 日～ 25 日）

建設常任委員会（令和４年５月 10 日～ 12 日）

民生常任委員会（令和４年５月９日～ 11 日）
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令和３年度政務活動費収支報告

　地方自治法や条例の規定に基づき、市政に関する調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部

として交付されるものです。

　◇交付対象：会派（会派に所属しない議員には、会派に対して交付する政務活動費の例により交付）

　◇交 付 額：月額８万円×所属議員数×12 カ月

　（ 令和３年度は、政務活動費を50％減額する「八戸市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正す

る条例」が４月の臨時会で可決され、交付額は、月額４万円×所属議員数×12カ月となりました。）

　提出された収支報告書および添付書類は、５年間閲覧できます。

　詳細は、以下までお問い合わせください。※どなたでも閲覧できます。

ホームページでも

公開しています。

※ 前年度に交付された政務活動費について、その使途を収支報告書にまとめ、領収書などを添えて議長

に提出するよう定められています。また、年度末において、交付された政務活動費に残余がある場合は、

市に返還することとなっています。

○閲覧受付場所　　八戸市議会事務局 議会総務課（市庁本館３階）　TEL 0178-43-2145

○閲 覧 時 間　　午前８時15分～午後５時（土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除きます。）

政務活動費とは

収支報告書の閲覧

主な使途と金額

会 派

項 目

自由民主・

市民クラブ

きずな

クラブ

新緑・

無所属の会
公明党

日本共産党

議員団
無所属 合計 （参考）

主な経費

15 人 ７人 ３人 ３人 ３人 １人 32 人

収
入

交　付　額 7,200,000 3,360,000 1,440,000 1,440,000 1,440,000 480,000 15,360,000 

支

出

調査研究費 84,240 595,446 43,933 155,101 64,150 38,393 981,263 交通費、旅費

研　修　費 45,000 0 0 0 0 0 45,000 参加費

広　報　費 0 176,000 325,306 931,352 1,478,400 255,416 3,166,474 
広報紙印刷費、
通信運搬費

資料作成費 35,825 0 0 0 0 0 35,825 印刷製本費

資料購入費 3,512,373 944,547 835,770 259,400 117,850 140,056 5,809,996 図書・資料代

事 務 所 費 0 300,000 360,000 0 0 0 660,000 賃借料

事　務　費 813,013 998,952 177,939 103,318 112,846 26,863 2,232,931 
事務用品費、
通信運搬費

合計 4,490,451 3,014,945 1,742,948 1,449,171 1,773,246 460,728 12,931,489

返還額 2,709,549 345,055 0 0 0 19,272 3,073,876 

（単位：円）
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【全会一致で可決されたもの】

【賛否が分かれたもの】

市
長
提
出
議
案

予
算

令和４年度補正予算

 八戸市一般会計（第 82 号）/八戸市国民健康保険特別会計/八戸市学校給食特別会計

人
事

人権擁護委員の候補者の推薦

条
例

一部改正

八戸市附属機関設置条例/八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関す

る条例/八戸市地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例/八戸市公設小売市場

条例/八戸市立看護師養成所条例/八戸市介護保険条例/八戸市営住宅条例/八戸市地域特別賃貸住宅

条例/八戸市特定公共賃貸住宅条例/八戸市若者定住促進賃貸住宅条例/八戸市手数料条例

契
約

新規契約

 新井田公園テニスコート増設等工事（その２）請負契約

そ
の
他

処分事件の報告及びその他承認を求めることについて（第 79 号、80 号）/市有土地の売払いについ

て/指定ごみ袋の買入れについて

会派名

議案

自
由
民
主
・

市
民
ク
ラ
ブ

き
ず
な

ク
ラ
ブ

新
緑
・

無
所
属
の
会

公
明
党

日
本
共
産
党

議
員
団

無
所
属

議決結果

市
長
提
出
議
案

予
算

令和４年度補正予算

 八戸市一般会計（第 63 号）
○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

条
例

一部改正

 八戸市国民健康保険税条例
○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

 八戸市立市民病院条例 ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

自由民主・
市民クラブ

山之内　　 悠 間　　 盛 仁 久 保　百 恵

岡 田　 　英 日 當　正 男 高 山　元 延

工 藤　悠 平 藤 川　優 里 小屋敷　　 孝

森 園　秀 一 壬 生　八十博 豊 田　美 好

松 橋　　 知 立 花　敬 之 坂 本　美 洋

き ず な
ク ラ ブ

吉 田　洸 龍 髙 橋　貴 之 田名部　裕 美

三 浦　博 司 寺 地　則 行 冷 水　　 保

五 戸　定 博

新 緑 ・
無所属の会

伊 藤　圓 子 山 名　文 世 吉 田　淳 一

公 明 党 高 橋　正 人 中 村　益 則 夏 坂　　 修

日本共産党
議 員 団

久 保　しょう 苫米地 あつ子 田 端　文 明

無 所 属 上 条　幸 哉

議 案 審 議 結 果 ・ 賛 否 一 覧 表

人 事 案 件会 派 別 所 属 議 員

○：賛成　×：反対

採：採択　不：不採択

会派名

件名

自
由
民
主
・

市
民
ク
ラ
ブ

き
ず
な

ク
ラ
ブ

新
緑
・

無
所
属
の
会

公
明
党

日
本
共
産
党

議
員
団

無
所
属

議決結果

 国立八戸病院の機能強化についての陳情 不 不 採 不 採 不 不採択

陳　情　の　審　査　結　果

■寺地則行議長は採決には加わっていません。

■本定例会の個別の賛否状況については、ホームページでご覧いただけます。

○本会議の会議録は、市庁本館 1階「市政情報コーナー」、

市庁本館 3 階議会事務局、南郷事務所、八戸市立図書館

で閲覧できます。また、八戸市議会ホームページの会議録

検索システムでもご覧いただけます。なお、会議録の公開

は、次期定例会開催時期（9 月）となります。

本会議の会議録について

○人権擁護委員の候補者に、次の方を推薦す

ることに同意しました。

畑
は た

内
な い

俊
しゅん

一
い ち

 氏
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一

般

質

問

特
別
支
援
教
育
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

【
問
い
】

特
別
支
援
教
育
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
特
性
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
児
童
生
徒
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
特

＊
１

別
支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
専
門
性

を
高
め
、
支
援
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
年
に
３
回
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
昨
年

度
か
ら
は
新
た
に
教
員
対
象
の
研
修
に
参

加
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
支
援
の
質
の
向
上
を
目
指
し
た
研
修
を

今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
、
特
別
な
配
慮

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
き
め

細
や
か
な
支
援
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
内
夏
祭
り
の
中
止
に
対
す
る
所
見
お

よ
び
今
後
の
対
策
は

【
問
い
】

夏
祭
り
の
中
止
に
対
す
る
市

学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
高
騰
対
策
は

【
問
い
】

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
学
校

給
食
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
食
材

費
高
騰
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

こ
れ
ま
で
も
一
時
的
な
高
騰

な
ど
が
あ
り
、
献
立
の
工
夫
な
ど
で
対
処

し
て
き
た
が
、
今
回
は
、
幅
広
い
品
目
に

及
び
、
上
が
り
幅
や
収
束
時
期
も
見
通
し

づ
ら
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
が
「
令
和
４
年
度

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
取
扱
」
を
示
し
、
「

物
価
高
騰
に
伴
う
学
校
給
食
等
に
関
す
る

負
担
軽
減
」
へ
も
活
用
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
当
市
で
も
活
用
を
検
討
し
て

お
り
、
食
材
費
高
騰
下
で
も
学
校
給
食
費

の
値
上
げ
を
回
避
し
つ
つ
、
学
校
給
食
の

安
定
供
給
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

◆
保
育
士
処
遇
改
善
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

長
の
所
見
と
来
年
の
開
催
を
含
め
た
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

八
戸
三
社
大
祭
お
よ
び
八
戸

七
夕
ま
つ
り
は
３
年
連
続
中
止
と
な
り
、

県
内
外
で
本
年
開
催
さ
れ
る
夏
祭
り
が
多

く
あ
る
中
で
、
大
変
残
念
で
あ
る
が
、
主

催
団
体
が
議
論
を
重
ね
た
上
で
出
し
た
結

論
で
あ
り
、
尊
重
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

三
社
大
祭
の
神
社
行
列
や
山
車
運
行
の

取
り
や
め
に
対
し
て
は
、
伝
統
文
化
の
保

存
と
継
承
の
た
め
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
今
回
、
行
列
代
替
行
事
へ
の
支
援

も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
に
向
け
、

市
と
し
て
主
催
団
体
に
対
し
開
催
実
施
の

呼
び
掛
け
を
行
う
な
ど
の
対
応
や
、
で
き

る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

マ
チ
ニ
ワ
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業
の
内
容
は

【
問
い
】

同
事
業
の
経
緯
と
目
的
、
内

容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

市
で
は
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
た
飲
食
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
受
け
入
れ
体

制
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
・
飲
食
な
ど
の
需

要
回
復
と
、
中
心
街
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度
、

新
た
に
同
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

内
容
は
、
市
内
の
事
業
者
３
者
以
上
が

共
同
で
開
催
す
る
飲
食
・
物
販
を
主
と
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
会
場
お
よ
び
設

備
器
具
な
ど
の
使
用
料
を
免
除
し
、
そ
の

開

催

を

支

援

す

る

も

の

で

あ

る
。

ま

た
、

マ
チ
ニ
ワ
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し
、

飲
食
・
物
販
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
情
報
の
発
信
に

つ
い
て
も
、
商
店
街
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
実
施
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
新
た
な
八
戸
市
体
育
館
に
つ
い
て

◆
小
児
が
ん
対
策
に
つ
い
て
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＊１  特別支援アシスタント…LD（学習障害）、ADHD（注意欠如・多動症）などを含め、学習や集団適応が難しい児童生徒に対して、個々

のニーズに応じた支援を行うことを目的に、各学校の要望に基づいて配置している職員。

◆
お
知
ら
せ

次
期
定
例
会
は
９
月
に
開
催
と
な
り
ま
す
。

会
期
日
程
や
一
般
質
問
日
程
（
各
議
員
の
質

問
の
要
旨
）
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

田

端

文

明

き
ず
な
ク
ラ
ブ

吉

田

洸

龍

き
ず
な
ク
ラ
ブ

田
名
部

裕

美

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

久

保

百

恵

長
の
所
見
と
来
年
の
開
催
を
含
め
た
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

同
事
業
の
経
緯
と
目
的
、
内

容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

夏
祭
り
の
中
止
に
対
す
る
市

【
問
い
】

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
学
校

給
食
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
食
材

費
高
騰
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

特
別
支
援
教
育
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。



市
町
村
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
計
画
の

策
定
は

【
問
い
】

市
＊
２

町
村
官
民
デ
ー
タ
活
用
推

進
計
画
と
（
仮
称
）
八
戸
市
デ
ジ
タ
ル
推

進
計
画
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

当
市
で
は
、
第
７
次
八
戸
市

行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
地
域
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

本
年
度
、

新
た
に
、
（
仮
称
）

八
戸
市

デ
ジ
タ
ル
推
進
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

あ
り
、
市
町
村
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
計

画
を
兼
ね
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
当
該

計
画
に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
、
市
民
が
暮
ら
し
や
す

さ
を
実
感
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
防
災
行
政
に
つ
い
て　
　
　
　
　

な
ど

中
長
期
的
視
点
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
は

【
問
い
】

市
全
体
に
お
け
る
中
心
市
街

地
の
位
置
付
け
と
中
長
期
的
視
点
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

中
心
市
街
地
は
、
八
戸
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
八
戸
市
立
地

適
正
化
計
画
の
中
で
、
都
市
機
能
を
誘
導

す
る
区
域
に
位
置
付
け
ら
れ
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
合
わ
せ
、
そ
の

拠
点
性
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
３
期
に
わ
た
り
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
よ
り
中
長
期

的
な
視
点
で
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
大
型
店
閉
店
な
ど
の

状
況
に
対
応
す
る
新
た
な
方
針
や
取
り
組

み
を
掲
げ
た
第
４
期
基
本
計
画
の
策
定
が

必
要
と
考
え
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
商

工
会
議
所
な
ど
関
係
団
体
と
協
議
を
重
ね
、

本
年
度
中
に
概
要
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
観
光
振
興
に
つ
い
て

高
齢
者
に
動
物
と
触
れ
合
う
機
会
を

【
問
い
】

高
齢
者
に
対
す
る
動

＊
３

物
介
在

活
動
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

動
物
が
高
齢
者
に
与
え
る
効

果
に
つ
い
て
は
、
身
体
的
効
果
や
精
神
的

効
果
、
社
会
的
効
果
が
あ
る
と
す
る
研
究

が
あ
り
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
を
有
す
る

都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
犬
や
小
動
物
と
と

も
に
社
会
福
祉
施
設
な
ど
を
訪
問
す
る
福

祉
事
業
を
行
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。

当
市
に
お
け
る
動
物
、
と
り
わ
け
犬
と

高
齢
者
の
触
れ
合
い
に
つ
い
て
は
、
一
部

の
医
療
機
関
に
お
い
て
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー

が
行
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で

も
セ
ラ
ピ
ー
犬
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
他
市
町
村
の
事
例
を
調
査
し
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の

か
、
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
医
療
行
政
に
つ
い
て

教
員
不
足
へ
の
対
応
は

【
問
い
】

当
市
に
お
け
る
教
員
未
配
置

の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

当
市
で
は
本
年
度
始
業
日
時

点
で
小
学
校
17
人
、
中
学
校
３
人
の
合
わ

せ
て
20
人
が
未
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
県

教
育
委
員
会
で
は
、
教
員
不
足
の
背
景
と

し
て
、
特
別
支
援
学
級
の
増
加
、
定
年
退

職
以
外
の
退
職
者
の
増
加
、
臨
時
講
師
の

減
少
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
教
員
の
採
用

お
よ
び
臨
時
講
師
の
確
保
は
県
教
育
委
員

会
が
行
う
が
、
市
と
し
て
も
退
職
者
や
教

員
免
許
状
所
持
者
に
対
し
て
個
別
に
打
診

す
る
な
ど
、
教
員
不
足
の
解
消
に
努
め
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
現
在
の
未
配
置
は
12

人
と
な
り
、
若
干
改
善
し
て
い
る
。

今
後
も
県
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
必
要
な
教
員
数
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
あ
お
も
り
医
療
・
介
護
手
帳
の
活
用
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

市
民
病
院
に
お
け
る
出
産
費
用
の
現
状
は

【
問
い
】

出
産
費
用
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
出

＊
４

産
育
児
一
時
金
の
額
を
超
過

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
民

病
院
の
出
産
費
用
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

出
産
費
用
の
う
ち
分ぶ

ん
べ
ん娩

料
は

18
万
円
で
、
近
隣
の
病
院
と
比
較
す
る
と
、

市
立
三
沢
病
院
は
同
額
、
国
民
健
康
保
険
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＊２  市町村官民データ活用推進計画…官民が有するさまざまなデータの流通を促し、その活用により社会課題の解決を図るため、国では、

平成 28 年に、「官民データ活用推進基本法」を制定するとともに、「官民データ活用推進基本計画」を定め、また、都道府県に対し、

都道府県官民データ活用推進計画の策定を義務付け、市町村に対し、市町村官民データ活用推進計画の策定を努力義務とした。

＊３  動物介在活動…動物と触れ合うレクリエーションを中心とする活動で、心身のリラックスや生活の質の向上を目的として行う活動。

＊４  出産育児一時金…出産にかかる費用は、病院独自で決めることができる保険適用にならない分娩料と、診療報酬点数表を基に計算す

る入院料などの合算となり、これらを賄うために、出産一時金として国が 42 万円を支給しているもの。

き
ず
な
ク
ラ
ブ

三

浦

博

司

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

間　
　
　

盛

仁

無
所
属

上

条

幸

哉

日
本
共
産
党
議
員
団

苫
米
地

あ
つ
子

公
明
党

高

橋

正

人

地
の
位
置
付
け
と
中
長
期
的
視
点
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

高
齢
者
に
対
す
る
動

＊
３

物
介
在

活
動
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

当
市
に
お
け
る
教
員
未
配
置

の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

市
全
体
に
お
け
る
中
心
市
街

【
問
い
】

出
産
費
用
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
出

＊
４

産
育
児
一
時
金
の
額
を
超
過

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
民

病
院
の
出
産
費
用
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

ぶ
ん
べ
ん

【
問
い
】

市
＊
２

町
村
官
民
デ
ー
タ
活
用
推

進
計
画
と
（
仮
称
）
八
戸
市
デ
ジ
タ
ル
推

進
計
画
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。



五
戸
総
合
病
院
は
17
万
円
、
八
戸
赤
十
字

病
院
は
16
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
４
月
の
状
況
で
、
退
院
し
た

産
婦
77
名
の
う
ち
、
分
娩
料
お
よ
び
入
院

料
な
ど
の
合
計
が
出
産
育
児
一
時
金
の
額

で
あ
る
42
万
円
以
下
の
方
は
35
名
、
42
万

円
以
上
の
方
は
42
名
で
あ
っ
た
。

42
万
円
以
下
の
方
の
多
く
は
、
帝
王
切

開
な
ど
費
用
の
一
部
が
保
険
適
用
と
な
っ

て
お
り
、
正
常
分
娩
の
方
の
多
く
は
、
42

万
円
を
超
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
児
童
福
祉
に
つ
い
て

◆
福
祉
行
政
に
つ
い
て

農
地
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
化
、
集

約
化
へ
の
取
り
組
み
は

【
問
い
】

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
お
よ

び
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

令
和
２
年
度
の
当
市
の
農
地

集
積
率
は
22
・
６
％
で
、
国
、
県
よ
り
低

い
状
況
に
あ
り
、
集
積
率
向
上
に
は
、
農

地
の
受
け
手
と
な
る
担
い
手
の
育
成
、
確

保
や
、
農
地
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
た
め

の
、
ほ
場
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
上
長
、
下
長
地
区
で
、
農

＊
５

地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
の
実
施

に
向
け
た
調
査
や
事
業
計
画
作
成
作
業
が

八
戸
地
域
学
を
創
設
し
、
地
域
へ
の
理
解

や
愛
着
の
醸
成
を
図
り
、
若
者
の
地
元
定

着
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
で
は
、
高
等
教
育
機
関
を
人
・
知
の

財
産
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き

連
携
強
化
を
図
り
、
地
域
の
持
続
的
な
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
事
業
に
つ
い
てな

ど

八
戸
市
商
業
団
体
等
販
売
促
進
支
援
事

業
の
狙
い
は

【
問
い
】

同
事
業
の
狙
い
や
目
指
す
効

果
な
ど
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

同
事
業
の
狙
い
は
、
商
業
団

体
な
ど
が
実
施
す
る
消
費
喚
起
策
に
対
し

て
市
が
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

疲
弊
す
る
地
域
経
済
の
回
復
を
図
る
も
の

で
、
具
体
的
に
は
、
値
引
き
ク
ー
ポ
ン
券

の
発
行
や
お
買
い
物
抽
選
会
な
ど
を
想
定

し
て
お
り
、
34
団
体
か
ら
１
億
５
千
万
円

を
超
え
る
補
助
金
の
申
請
を
受
け
て
い
る
。

効
果
と
し
て
は
、
補
助
金
の
６
割
以
上

が
、
消
費
者
へ
直
接
還
元
さ
れ
る
こ
と
で
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
の
生
活

支
援
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
消
費
マ
イ
ン
ド

の
回
復
に
よ
り
、
参
加
店
舗
の
み
な
ら
ず

関
連
事
業
者
の
売
り
上
げ
増
加
に
つ
な
が

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
生
活
者
支
援
に
つ
い
て

映
画
館
の
存
続
を

【
問
い
】

市
内
で
唯
一
の
映
画
館
が
閉

館
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
と
し
て
事

業
継
続
へ
の
支
援
を
し
て
存
続
さ
せ
て
い

く
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

映
画
館
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
八
戸

」
が
入
居
す
る
チ
ー
ノ
は
ち
の
へ
は
、
民

間
開
発
事
業
者
に
よ
る
再
開
発
計
画
が
あ

り
、
具
体
化
す
る
と
、
映
画
館
が
現
在
の

場
所
で
営
業
で
き
な
く
な
る
た
め
、
今
後

の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
映
画
館
の
運
営
会
社
が
経
営

上
の
判
断
を
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
が
、

映
画
館
の
存
続
を
望
む
市
民
の
声
が
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
今
後
、
運
営
会

社
の
方
針
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
協
力
で

き
る
こ
と
が
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
市
営
魚
菜
小
売
市
場
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て

◆
新
井
田
公
園
多
目
的
広
場
の
改
修
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

進
め
ら
れ
て
お
り
、
整
備
後
は
農
地
の
大

区
画
化
に
よ
る
農
作
業
の
効
率
化
や
さ
ら

な
る
集
積
率
向
上
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
担
い
手
に
は
、
新
規
就
農
者
へ
の

資
金
面
で
の
助
成
や
農
業
用
機
械
の
導
入

補
助
な
ど
に
よ
る
支
援
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
児
童
生
徒
の
読
書
活
動
推
進
に
つ
い
て

な
ど

高
等
教
育
機
関
と
市
の
連
携
は

【
問
い
】

高
等
教
育
機
関
に
よ
る
地
域

貢
献
お
よ
び
市
と
の
連
携
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

市
内
高
等
教
育
機
関
は
、
地

域
の
若
者
へ
の
多
様
な
就
学
機
会
の
提
供

や
、
知
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
な

ど
、
地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

市
と
の
連
携
の
現
状
に
つ
い
て
、
八

＊
６

戸

産
学
官
連
携
推
進
会
議
で
は
、
本
年
度
か

ら
各
機
関
共
通
の
講
義
と
し
て
（
仮
称
）
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＊５  農地中間管理機構関連農地整備事業…担い手への農地の集積・集約化を加速化するため、農地中間管理機構が借り入れている農地に

ついて、農業者の申請・同意・費用負担によらず、都道府県が実施する基盤整備事業。

＊６  八戸産学官連携推進会議…八戸市、八戸商工会議所および八戸市高等教育連携機関が相互の密接な連携と協力により、一体となって

特色ある地方創生に取り組み、地域社会の持続的発展と地域の活性化を図ることを目的とし、平成 30 年に設置したもの。

日
本
共
産
党
議
員
団

久

保

し
ょ
う

【
問
い
】

同
事
業
の
狙
い
や
目
指
す
効

果
な
ど
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

市
内
で
唯
一
の
映
画
館
が
閉

館
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
と
し
て
事

業
継
続
へ
の
支
援
を
し
て
存
続
さ
せ
て
い

く
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

岡

田　
　
　

英

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

森

園

秀

一

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

壬

生

八
十
博

【
問
い
】

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
お
よ

び
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

高
等
教
育
機
関
に
よ
る
地
域

貢
献
お
よ
び
市
と
の
連
携
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。



男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
を

【
問
い
】

公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

病
気
や
高
齢
に
よ
っ
て
尿
漏

れ
パ
ッ
ド
な
ど
を
使
う
方
の
中
で
も
男
性

の
場
合
、
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、

外
出
先
で
パ
ッ
ド
の
処
理
が
で
き
ず
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
生
活
の
質
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

市
で
は
、
美
術
館
の
男
性
用
ト
イ
レ
に

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る

が
、
他
都
市
の
事
例
を
参
考
に
、
市
庁
本

館
・
別
館
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
も
設
置
し
、

設
置
後
の
利
用
状
況
な
ど
を
検
証
し
た
上

で
、
他
の
公
共
施
設
へ
の
設
置
拡
大
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
八
戸
市
新
体
育
館
の
建
設
整
備
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
は

【
問
い
】

国
が
総

＊
７

合
緊
急
対
策
を
策
定

し
、

県

も

補

正

予

算

案

を

示

し

た

中

で
、

市
と
し
て
も
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
っ
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

国
の
総
合
緊
急
対
策
の
策
定

お

よ

び

関

連

補

正

予

算

の

成

立

を

受

け
、

県
は
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
関
連
対
策

経
費
約
75
億
円
を
含
む
補
正
予
算
案
を
５

月
31
日
に
公
表
し
て
い
る
。

市
と
し
て
も
、
市
民
生
活
と
地
域
経
済

は
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
、
一
刻
も
早
く
効
果
的
な
対
策
を

講
じ
る
べ
く
、
現
在
、
市
独
自
の
新
た
な

支

援

策

に

つ

い

て

検

討

を

進

め

て

お

り
、

今
後
、
予
算
措
置
な
ど
準
備
が
整
い
次
第
、

速
や
か
に
公
表
し
、
実
施
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
八
戸
三
社
大
祭
に
つ
い
て

◆
予
防
接
種
に
つ
い
て

◆
環
境
政
策
に
つ
い
て　
　
　
　
　

な
ど

今
後
の
津
波
避
難
対
策
は

【
問
い
】

県
が
公
表
し
た
被
害
想
定
や

津
波
避
難
対
策
に
係
る
説
明
会
で
の
住
民

意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
優
先
的
に
取
り
組

む
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

同
説
明
会
で
は
、
避

＊
８

難
困
難

地
域
の
解
消
に
向
け
て
公
共
お
よ
び
民
間

企
業
の
施
設
の
津
波
避
難
ビ
ル
へ
の
指
定

や
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
の
一
時
避
難

場
所
の
整
備
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
県
に
よ
る
と
、
当
市
の
避
難
者
数

は
11
万
４
千
人
で
、
市
内
の
指
定
避
難
所

だ
け
で
は
受
け
入
れ
が
困
難
で
あ
る
。

今
後
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
に
向
け

た
協
議
や
避
難
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備

の
検
討
、
津
波
被
害
が
少
な
い
周
辺
町
村

へ
の
広
域
避
難
に
つ
い
て
県
や
町
村
と
連

携
し
て
検
討
し
つ
つ
、
避
難
者
の
移
送
手

段
な
ど
を
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ

い
て

議

員

表

彰

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り

○
表
彰
状

　
　

市
議
会
議
員
15
年
以
上
在
職

　
　
　

森

園

秀

一

議

員

　
　
　

小
屋
敷　
　
　

孝

議

員

　
　
　

藤

川

優

里

議

員

○
感
謝
状

　
　

・
監
事

　
　

・
国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会

委
員

　
　
　

森

園

秀

一

議

員
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＊７  総合緊急対策…直面する物価高騰による影響の緩和とコロナ禍からの経済社会活動の回復を確かなものとするため、国が策定した「コ

ロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策」。農林水産業や運輸業に対する事業者支援などのほか、生活困窮者などへの支

援として、子育て世帯生活支援特別給付金や住民税非課税世帯などに対する臨時特別給付金を支給することが盛り込まれている。

＊８  避難困難地域…徒歩で避難した場合に、津波到達時間までに津波浸水想定区域の外に避難することが困難な地域。

新
緑
・
無
所
属
の
会

伊

藤

圓

子

公
明
党

夏

坂　
　
　

修

公
明
党

中

村

益

則

市
と
し
て
も
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
っ
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
問
い
】

県
が
公
表
し
た
被
害
想
定
や

津
波
避
難
対
策
に
係
る
説
明
会
で
の
住
民

意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
優
先
的
に
取
り
組

む
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

＊
８

【
問
い
】

国
が
総

＊
７

合
緊
急
対
策
を
策
定

し
、

県

も

補

正

予

算

案

を

示

し

た

中

で
、

【
問
い
】

公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。




